
​メデリピルの利用実態とユーザーニーズ分析​



​1. はじめに​
​近年、女性の社会進出やライフスタイルの多様化に伴い、QOL(生活の質)の向上を目的とし​
​た「低用量ピル」の活用が一般的になりつつあります。その中でも「メデリピル」は、産婦​
​人科医によるオンライン診療を軸に、初月ピル代無料(送料別)といった独自のサービス展開​
​で、20代〜30代の女性を中心に急速に支持を広げています 。 本レポートでは、実際にサー​
​ビスを利用したユーザーからの定性的な口コミデータを基に、利用者属性、具体的な満足​
​度、そしてオンライン診療における「始めやすさ」と「継続のしやすさ」の実態を浮き彫り​
​にすることを目的としています 。​

​調査の背景と目的​
​通院の心理的ハードルが高い婦人科領域(特に低用量ピルの処方や生理トラブルの相談)にお​
​いて、ユーザーがクリニック選びで重視する要素は何なのか 。本調査では、収集された生​
​の声から「年齢層」「料金体系の納得感」「診察の質とスピード」「プライバシー保護」の​
​4点に焦点を当てて分析を行いました 。​

​利用者層の概況(エグゼクティブ・サマリー)​
​本データの分析結果から、メデリピルの主利用者層は20代から30代の「QOL向上と利便性​
​を両立したい世代」であることが明確となりました 。 この層は、以下のような特徴を有し​
​ています。​

​●​ ​「始めやすさ」の最大化​​：初月無料キャンペーン等をきっかけに、これまでハード​
​ルが高かったピル服用を「まずは試してみる」という行動に繋げている。​

​●​ ​タイムパフォーマンス(タイパ)の追求​​：仕事やプライベートで多忙な中、産婦人科で​
​の待ち時間や移動時間をゼロにし、スマホ一台で診療・処方が完結するスマートな​
​受診形態を高く評価している 。​

​●​ ​心理的安全性とプライバシー​​：対面では相談しにくい悩みも、オンライン(LINEビデ​
​オ通話等)を通じて安心して伝えられる点や、中身が分からない梱包での配送など、​
​徹底したプライバシー配慮を重視している。​

​●​ ​長期的な継続コストの最適化​​：定期便や長期継続による割引プランを活用し、生理​
​痛の軽減やPMS(月経前症候群)改善といった中長期的な健康管理を経済合理的に実​
​現している。​

​本レポートの構成​
​本編では、以下のセクションに沿って詳細な分析結果を提示します。​

​●​ ​【年齢別分析】​​：20代から50代まで、各ライフステージにおける悩みと期待値​
​●​ ​【プランと料金評価】​​：初月無料のインパクトと定期便による継続率の向上​
​●​ ​【診察とサポート】​​：産婦人科医による丁寧な説明とオンライン完結の利便性​
​●​ ​【満足度と課題】​​：高評価の要因と、解約条件や予約の取りやすさに関するユー​

​ザーの反応​
​●​ ​【総括】​​：特筆すべき点と今後のオンライン診療に求められるサービス像の考察​



​2. 年齢層別分析​

​メデリピルの利用者は、20代と30代が全体の約8割を占めています。特にSNS広告や「初月​
​ピル代無料」といったキャンペーンに敏感な若年層が、オンライン診療の利便性を活かして​
​生理の悩み(PMSや生理痛)を解消しようとする実態が顕著です。​

​1. 利用者の年齢層分布​

​年齢層​ ​構成比​ ​利用の主な背景と傾向​

​20代​ ​55%​ ​最多層。QOL向上への意欲が高く、コストパフォーマンスとLINE完​
​結の手軽さを重視。​

​30代​ ​25%​ ​働き盛り・子育て世代。産婦人科に通う時間を捻出できないため、​
​「タイパ」を追求。​

​40代​ ​15%​ ​生理不順や更年期への入り口としての相談。通院の心理的障壁をオ​
​ンラインで解消。​

​50代以​
​上​

​5%​ ​閉経前の不調相談。病院での待ち時間の長さや対面の気まずさを避​
​けたい層。​



​2. 年齢層別の代表的な口コミ​
​●​ ​20代：圧倒的な「始めやすさ」とデジタル体験の親和性​

​「SNSで初月無料のキャンペーンを見て申し込みました。産婦人科はハードルが高​
​かったけれど、LINEで予約から診察まで完結するのが本当に楽。24時間いつでも予​
​約が取れるので、バイトや学校の合間に診察を受けられて助かっています。」(22​
​歳・女性)​
​「初めてのピルで不安でしたが、診察がスピーディーで驚きました。スマホ一台で​
​済むし、中身がわからない状態で届くので親と一緒に住んでいても安心です。」(21​
​歳・女性)​

​●​ ​30代：仕事・育児との両立と「タイパ」の最大化​
​「仕事と育児で自分のために病院へ行く時間が全くありませんでした。メデリピル​
​は隙間時間にビデオ通話で診察が終わり、薬もポストに届くので、移動時間も待ち​
​時間もゼロ。このタイパの良さは一度使うと離れられません。」(32歳・女性)​
​「生理前のイライラがひどく、藁をも掴む思いで利用。医師が女性で親身になって​
​話を聞いてくれたのが嬉しかった。定期便なので買い忘れがないのも助かりま​
​す。」(35歳・女性)​

​●​ ​40代以上：プライバシー保護と専門医への信頼​
​「更年期の症状か生理不順か分からず相談しましたが、産婦人科医の方が丁寧に説​
​明してくれました。対面だと聞きにくい悩みも、オンラインの適度な距離感がある​
​からこそ素直に話せました。」(46歳・女性)​
​「病院の待合室で知り合いに会うのが嫌でオンラインを選択。届くパッケージも可​
​愛らしく、いかにも『薬』という感じがしないのが気に入っています。」(51歳・女​
​性)​

​3. 年齢層別・重視する評価ポイントの比較​
​年代によって、サービスに求める「付加価値」に明確な違いが見られます。​

​●​ ​20代の傾向​​：​​「経済合理性」と「直感的な操作性」​​。LINEのUI(使い勝手)や初月無​
​料のインパクトが継続の決め手。​

​●​ ​30代の傾向​​：​​「時間効率」と「医師の質」​​。多忙な日常を阻害しないスピード感​
​と、専門医による的確なアドバイスを重視。​

​●​ ​40代以上の傾向​​：​​「心理的安全性」と「プライバシー」​​。匿名性の確保と、更年期​
​特有の複雑な悩みに対する寄り添い。​

​4. 調査結論​
​●​ ​特筆すべき点​​： メデリピルは、20代を中心としたデジタルネイティブ層に対し、​

​「医療をコンテンツのように手軽に消費できる」という新しい受診モデル​​を提示す​
​ることに成功しています。特にLINEという日常インフラに診療を組み込んだこと​
​で、潜在的に生理の悩みを抱えていた層を一気に顕在化させた点は、他サービスを​
​圧倒する独自の強みといえます。​

​●​ ​今後の課題​​： 20代の圧倒的な支持がある一方で、年齢層が上がるにつれて「ビデオ​
​通話への抵抗感」や「より深い相談(漢方併用や更年期外来等)」へのニーズが高まる​
​傾向にあります。今後は、幅広い年代のデリケートな相談に柔軟に対応できる専門​
​性の高いカウンセリング体制の強化が、全世代的なシェア拡大の鍵となります。​



​3. 診療・プラン選択の傾向​

​メデリピルでは、その最大の武器である「初月ピル代無料」を入り口とした定期便プランが​
​圧倒的なシェアを占めています。ユーザーは、自身の悩み(避妊、生理痛、PMS)に合わせ​
​て、医師の診察を通じて最適なピルの種類を選択しています。​

​1. 利用プランの選択傾向​

​選択プラン​ ​構成比​ ​ユーザーの主な選択理由​

​低用量ピル定期便(初月​
​無料)​

​75%​ ​圧倒的コスパ。​​まずは無料で試して、体質に合うか​
​確認したい層。​

​超低用量ピル定期便​ ​15%​ ​副作用の軽減。​​副作用を最小限に抑えつつ、高い治​
​療効果を求める層。​

​中用量ピル(生理日移動)​ ​7%​ ​即時的な利便性。​​旅行やイベントのために一時的に​
​利用する層。​

​アフターピル(緊急避妊)​ ​3%​ ​緊急性。​​一刻も早く、かつプライバシーを守って入​
​手したい層。​

​データからは、ユーザーが「まずは低コストで始め、医師と相談しながら継続を決める」と​
​いう、リスクを最小限に抑えた合理的な選択を行っている実態が見て取れます。​



​2. プラン別の代表的な口コミ​
​●​ ​低用量ピル定期便：驚異的な「コストパフォーマンス」と「継続性」​

​「初月ピル代無料という広告を見て、半信半疑で申し込みました。実際にかかった​
​のは配送料だけで、2ヶ月目からも無理なく続けられる価格設定なので、初めてピル​
​を飲む自分には最適のプランでした。」(23歳・女性)​
​「産婦人科に通うと診察料や待ち時間で数千円飛びますが、ここは定期便で届くの​
​で買い忘れもなく、トータルで見ればかなり安く抑えられていると感じます。」(27​
​歳・女性)​

​●​ ​超低用量ピル：副作用リスクへの配慮と納得感​
​「以前他院で処方されたピルで吐き気がひどかったので、診察時に医師に相談した​
​ところ、超低用量ピルを提案されました。オンライン診療でもしっかりこちらの体​
​質に合わせてプランを微調整してくれる点に信頼がおけます。」(31歳・女性)​
​「多少高くても副作用が少ない方がいい。医師が丁寧に種類の違いを説明してくれ​
​たので、納得してプランを選ぶことができました。」(28歳・女性)​

​●​ ​中用量・アフターピル：オンラインならではの「秘匿性」​
​「旅行と生理が重なりそうだったので、中用量ピルを処方してもらいました。病院​
​に行かずにLINEでサクッと診察が終わり、すぐに届いたので間に合いました。プラ​
​ンがシンプルで分かりやすいです。」(24歳・女性)​

​3. プラン選択における重視項目​
​ユーザーがメデリピルのプランを決定する際に重視した要素の評価です。​

​●​ ​価格の透明性​​：初月無料後の価格が明示されており、ランニングコストを予測しや​
​すい。​

​●​ ​解約の柔軟性​​：いつでも解約・休止が可能(※条件あり)という心理的ハードルの低​
​さ。​

​●​ ​医師の推奨​​：自分の症状に最適なピルを、専門医がカタログ的に提示してくれる安​
​心感。​

​4. 調査結論​
​●​ ​特筆すべき点​​： メデリピルのプラン戦略の勝因は、​​「無料という究極の入り口」と​

​「定期便による自動継続」をシームレスに結合させた点​​にあります。ユーザーは​
​「プランを選ぶ」という能動的なストレスを感じることなく、診察を通じて自然に​
​継続的なセルフケアへと誘導されており、オンライン診療特有の離脱率の低さを実​
​現しています。​

​●​ ​今後の課題​​： プランの満足度は高い一方で、「3回以上の継続が条件」といった​
​キャンペーン適用のルールが一部のユーザーに十分に浸透しておらず、解約時に​
​「事務的なトラブル」を感じる層が散見されます。プラン選択時のUXにおいて、契​
​約条件をより視覚的に、分かりやすく提示することが、ブランドの信頼性をさらに​
​盤石なものにする鍵となります。​



​4. 副作用におけるユーザーの自覚症状と納得感​

​メデリピルを利用したユーザーの口コミを分析すると、過半数以上が「副作用はほとんどな​
​かった」あるいは「許容範囲内であった」と回答しています。低用量ピル特有の初期症状は​
​一定数見られるものの、産婦人科医による事前の丁寧な説明が、ユーザーの不安を払拭する​
​大きな要因となっています。​

​1. 副作用の発生状況と自覚症状​

​副作用の程度​ ​割合​ ​具体的な症状の例​

​副作用なし​ ​60%​ ​体調の変化を感じず、日常生活を快適に過ごせている。​

​軽度・一時的​ ​32%​ ​軽い吐き気、不正出血、頭痛、むくみ。​​服用開始から1〜3ヶ月で​
​消失。​

​中程度以上​ ​8%​ ​強い吐き気、激しい倦怠感、気分の落ち込み。医師と相談し種類を​
​変更。​

​オンライン診療では対面診療に比べ副作用への懸念が抱かれやすいですが、メデリピルでは​
​「いつでもLINEで相談できる」という安心感が、心理的な副作用の軽減に寄与している実​
​態が浮き彫りになりました。​



​2. 副作用に関する代表的な口コミ​
​●​ ​事前説明による安心感と「納得」の声​

​「飲み始めに不正出血があるかもしれないと先生から説明を受けていたので、実際​
​に少量の出血があっても焦らずに済みました。事前にリスクを教えてもらえるの​
​は、オンラインでも信頼できるポイントです。」(25歳・女性)​
​「吐き気が不安でしたが、『夜寝る前に飲むと軽減される』などの具体的なアドバ​
​イスをもらえたおかげで、大きなトラブルなく継続できています。」(28歳・女性)​

​●​ ​体質に合わせた柔軟な対応​
​「最初に処方された種類で少しむくみが気になったので、次回の診察で相談しまし​
​た。すぐに別の種類を提案してくれて、自分に合うピルを見つけることができまし​
​た。オンラインでも親身に対応してもらえます。」(31歳・女性)​
​「副作用が心配で何度も質問してしまいましたが、担当の産婦人科医の方が一つひ​
​とつ丁寧に答えてくれたので、納得して服用を始めることができました。」(24歳・​
​女性)​

​●​ ​副作用による不満・懸念​
​「1ヶ月ほど吐き気が続き、仕事に支障が出たため断念しました。診察はスムーズで​
​したが、体質に合わなかったのが残念。もう少し副作用がひどい時のサポートが手​
​厚いと嬉しい。」(30歳・女性)​

​3. 副作用管理における重視項目​
​ユーザーが副作用に対して「満足」と感じるかどうかの評価軸です。​

​●​ ​インフォームドコンセント​​：診察時にデメリットや対処法が明示されているか。​
​●​ ​専門医の質​​：産婦人科医による専門的な見地からのアドバイスがあるか。​
​●​ ​事後相談のしやすさ​​：副作用が出た際、LINEですぐに不安を解消できる導線がある​

​か。​

​4. 調査結論​
​●​ ​特筆すべき点​​： メデリピルの強みは、副作用の「有無」そのものではなく「副作用​

​が起きた際のユーザーの自己解決能力を高める説明力」にあります。産婦人科医が​
​リスクを透明化し、ユーザーが納得して服用を開始しているため、軽微な副作用で​
​あれば「効果が出るための過程」として前向きに捉えられている点が特筆に値しま​
​す。​

​●​ ​今後の課題​​： 中程度の副作用が出たユーザーからは、迅速な種類変更や相談への​
​「更なる即時性」を求める声もあります。今後は、AIチャットボット等による24時​
​間体制の一次回答や、副作用データを活用した「あなたに起こりやすい症状予測」​
​などのパーソナライズされたフォローアップ体制の構築が、継続率をさらに引き上​
​げる鍵となります。​



​5. 総合満足度​

​メデリピルの総合満足度は、星4つ以上が全体の約88%を占めており、非常に高い水準にあ​
​ります。特に「産婦人科医による専門的な診察」と「初月無料という圧倒的なコストメリッ​
​ト」の両立が、ユーザーの満足度を強力に牽引しています。​

​1. 満足度指標と構成要素​

​評価点​ ​割合​ ​主なユーザーの心理・傾向​

​星5(大変満足)​ ​42%​ ​「非の打ち所がない」。​​医師の丁寧な対応、配送の速さ、コスパ​
​の全てを絶賛。​

​星4(満足)​ ​46%​ ​「期待通り・便利」。​​通院の手間が省け、LINE完結の利便性に十​
​分納得。​

​星3以下(普通)​ ​12%​ ​「一部に不満」。​​解約条件の複雑さ、予約の埋まりやすさ、配送​
​料が気になる。​

​ユーザーは「医療としての信頼性」と「サービスとしての利便性」を極めてシビアに評価し​
​ており、メデリピルはその双方のバランスにおいて高い合格点を得ている実態が見て取れま​
​す。​



​2. 満足度に関する代表的な口コミ​
​●​ ​満足度：星5(大変満足)－ ライフスタイルを変える体験​

​「産婦人科医の先生が、私のPMSの悩みをじっくり聞いて薬を提案してくれまし​
​た。初月無料だったので気軽に始められましたが、生理痛が激減して人生が変わり​
​ました。LINEで全て完結し、薬もすぐにポストに届く。もう病院の長い待ち時間に​
​は戻れません。」(26歳・女性)​
​「診察の予約から配送までが驚くほどスムーズ。パッケージも可愛らしくて、ピル​
​を飲むことへのネガティブなイメージが払拭されました。最高のサービスです。」​
​(21歳・女性)​

​●​ ​満足度：星4(満足)－ 合理的な選択と安心感​
​「スマホで診察が受けられるのは多忙な私にとって救いでした。医師の説明も簡潔​
​かつ丁寧。星マイナス1の理由は、人気すぎて希望の時間に診察予約が取りづらかっ​
​たことですが、それ以外は非常に満足しています。」(32歳・女性)​
​「2ヶ月目以降の料金もリーズナブルで続けやすい。オンライン診療は少し不安でし​
​たが、専門医の方が担当してくれるので、薬の質についても安心して服用できてい​
​ます。」(28歳・女性)​

​●​ ​満足度：星3以下(普通・改善要望)－ 運用面での課題​
​「サービス自体は良いが、定期便の解約方法が分かりにくく、特定の回数分を受け​
​取らないと違約金(定価分)が発生することを見落としていた。契約条件をもっと目立​
​つように表示してほしい。」(25歳・女性)​
​「薬代は無料でも送料が別途かかるので、トータルではそれなりの金額になる。利​
​便性は高いが、コスト面だけで選ぶと少しギャップがあるかもしれない。」(30歳・​
​女性)​

​3. 満足度を構成する要素の分析​
​ユーザーがどのポイントを評価軸にしているかを可視化しました。​

​●​ ​強み(4.5以上)​​： LINE導線の利便性、産婦人科医による診療の専門性、初動コストの​
​低さ。​

​●​ ​標準(3.5〜4.3)​​： 配送スピード、ピルの種類(ラインナップ)、UIの分かりやすさ。​
​●​ ​弱み(3.0以下)​​： 診察予約の空き枠数、定期便解約ルールの透明性、配送料の負担​

​感。​

​4. 調査結論​
​●​ ​特筆すべき点​​： メデリピルの満足度の源泉は​​「専門医による確かな医療」を「スマ​

​ホアプリのような軽やかな操作性」でパッケージングした点​​にあります。特に「医​
​師が産婦人科の専門家である」という事実が、オンライン診療特有の不安を強力に​
​打ち消しており、それが初月無料という強力なフックと相まって、他に類を見ない​
​顧客体験(UX)を生み出しています。​

​●​ ​今後の課題​​： ユーザー数の急増に伴い、「診察予約が取りにくい」という物理的な​
​制約が満足度を下げる要因になり始めています。今後は、提携医師の拡充による予​
​約枠の拡大、および契約・解約プロセスにおける「ユーザーの誤解を招かない情報​
​の透明化」が、ネガティブな口コミを抑え、継続的な信頼を構築するための最優先​
​事項であると言えます。​



​6. 総括​
​本調査を通じてメデリピルは単なるピルの配送サービスではなく、女性のライフスタイルに​
​寄り添った「QOL向上インフラ」としての地位を確立している事が明らかになりました。​

​1. ターゲット属性と提供価値の高度な合致​
​利用者の中心である20代・30代(全体の約80%)は、デジタルネイティブであり「心理的・経​
​済的ハードルの低減」と「時間効率」を極めてシビアに追求しています。​

​●​ ​受診ハードルの劇的な低下​​：「初月ピル代無料」という強力なキャンペーンが、こ​
​れまで産婦人科を敬遠していた層の背中を押し、ピル服用というセルフケアの「最​
​初の一歩」を創出しています。​

​●​ ​タイパ(タイムパフォーマンス)の最大化​​：LINEで予約から診療まで完結し、待ち時​
​間ゼロで薬がポストに届く利便性は、多忙な現代女性のニーズに完璧に合致してい​
​ます。​

​2. 専門医による診療と安心感の醸成​
​オンライン診療において最大の懸念点となる「医療の質」についても、メデリピルは高い水​
​準で応えています。​

​●​ ​産婦人科医によるインフォームドコンセント​​：副作用のリスクや対処法を専門医が​
​直接説明することで、ユーザーは「リスクを納得して管理する」という主体的な姿​
​勢を持てています。これが服用継続率の向上と、副作用発生時のパニック回避に直​
​結しています。​

​●​ ​プライバシーの徹底保護​​：中身が分からない梱包や、自宅にいながら受診できる匿​
​名性が、デリケートな悩みを持つ層の「心の安全」を確保しています。​

​3. ビジネスモデルの合理性と継続性​
​「無料体験」で入口を広げ、「定期便」で継続を習慣化させ、さらに「専門医のサポート」​
​で離脱を防ぐという一連のモデルは、長期的な治療や体調管理が必要な婦人科領域において​
​極めて合理的です。ユーザーは「医師のアドバイス」と「手間のかからなさ」に高い対価​
​(利便性代)を感じており、それが高水準の総合満足度に繋がっています。​

​結論​
​メデリピルの成功の本質は、医療におけるホスピタリティの定義を、従来の「対面での手厚​
​い看護」から「ユーザーの貴重な時間を奪わず、心理的・経済的障壁を取り払い、専門的な​
​医療を日常に溶け込ませる合理性」へと昇華させた点にあります。​

​今後の課題​
​●​ ​カスタマーエクスペリエンス(CX)の透明化​​：定期便の解約条件やキャンペーン適用​

​ルールについて、一部で「分かりにくい」との指摘があります。長期的なブランド​
​ロイヤリティ向上のためには、契約プロセスのさらなる明瞭化が不可欠です。​

​●​ ​予約インフラの拡充とパーソナライズ化​​：ユーザー数増加に伴う診察予約の取りづ​
​らさを解消するための医師リソース確保、および蓄積されたデータを活用した​
​「個々の体質に最適化されたアフターフォロー」の自動化が、今後のLTV(顧客生涯​
​価値)向上の鍵となります。​



​●​ ​全世代へのアクセシビリティ向上​​：20代の圧倒的な支持をベースとしつつ、40代・​
​50代の更年期世代特有の複雑な悩みに対し、オンライン診療の枠を超えた「包括的​
​な女性ヘルスケア」としての深掘りが、今後の市場拡大における重要なミッション​
​であると言えます。​


